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表 1 窒素施肥条件 (試験―I)1 は じ め に

青森県におけるナガイモは導入されてから,既に20数年

経過 した。近年では長年の連作により土壌中の残存肥料の

増大と過剰施肥,土壌病害の発生,ま た,生育期に吹走す

るやませの影響でナガイモの収量や品質のl■Tが問題となっ

てきた。

そこで,圃場の熟畑化や過剰施肥が多くなっているなか

で,現行の施肥体系を改善するためにナガイモの窒素,加
里肥料の適正基肥量,追肥量及び追肥回数について検討を

行った。

2試 験 方 法

0)試験年次 昭和61年 ,62年,63年

(2)試験地  青森県畑作園芸試験場六戸圃場

(土質 :表層腐植質黒ぼく土)

13)窒素施用条件 (試験―I)

に)加里施用条件 (試験―Ⅱ)

6)耕種概要 (試験―I,Ⅱ )

1)供試品種 在来種 (非茎頂培養株)

2)種イモ  昭和61,62年 :一年子 130-150タ

昭和63年   :切 イモ 140-160タ
3)植付時期 昭和61年   :5月 22日

昭和62,63年 :5月 25日

4)栽培様式 うね間 120卸 , 株間 27磁
5)堆肥施用 200ん夕/α

表3 窒素基肥と収量
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表 2 加黒施肥条件 (試験―■) (″ /ι )

肥追

3 試験結果及び考察

(1)試験― I

l)基肥量 :窒素の基肥量について検討をした。昭和61

年に基肥量をα当り 06, 08, 10り で行ったところ,

08た,/α 区で多収となり他の処理区でも総収量は300カ

/α 前後を得ることができた。昭和62年 には更に基肥量を

減 らしたa当 り05た ,と 現行の10んクで行 った。総収量は

10カタ区で293場 だったが05″区では276た ,と 減収 した。
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注 追肥時期 (61年 :7/29,3/8。 62年 :7/16,8/5)

2)第 1回目追肥時期 :適切な追肥時期を把握するため  61,62年 は主茎長が190～ 215mの ときイモ長は13～ 17m

に,第 1回目の追肥時期における生育量を測定した。昭和  だつた。しかし,低温年だった昭和63年はイモ長が15mに

年次
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達しても主茎長は■8“だった。 これまで第 1回 目の追肥

時期は主茎長が21Xl～ 220mに なった時を目安にしていた

が,や ませの吹走により低温で主茎長の伸びが緩慢なとき

は,主茎長を目安にすることはできなかった。

表4 第 1回追肥時期と生育量

年次 萌 芽 期 追肥時期 主茎長
(m)

茎葉重
(′ )

イモ長
(伽 )

イモ重

61 6月 28日 7月 25日 17

6月 30日 7月 16日 9

7月 8日 7月 26日 16 17

注 窒素基肥量10″ /●

表 5 窒素追肥と収量

12}試験―Ⅱ

l)追肥量 :各追肥回数とも追肥量が075"/こ と05
カ/α では総収量は05ルタ/`区が優る傾向があった。

2)追肥回数 :窒素と同時施用を行った昭和63年の 2回

追肥区と3回追肥区では3回追肥区の総収量,上物収量が

4 ま  と  め

以上の試験結果より青森県におけるナガイモの施肥体系

は,窒素の基肥量は06～ 10カ,/α が適当と推察された。

また,第 1回日の追肥時期は,低温が続く時は7月 中旬か

ら試し掘りを行い直接イモを見ながら,新イモ長が15姉に

達 したことを確かめ施用するのが妥当と考えられた。追肥

3)追肥回数 :昭和62年 は総収量で追肥 2回区は293鮨

/`,追肥 3回区は314ル /α で追肥 3回区が優っていた

が,上物収量では追肥 3回区は平イモの発生が多く,追肥

2回区が優っていた。このことは,昭和62年 は平年並みの

気象経過だったが8月 中旬は高温で経過し,第 3回目追肥

の肥効により平イその発生が助長されたと推察される。昭

和63年 は総収量で追肥 2回区は2271σ /α ,追肥 3回区は

234ん,/α で追肥 3回区が増収 していた。また,規格別収

量の構成からも追肥 3回区の月巴大が進んでいたことが示さ

れた。昭和63年 は生育期全般にわたり,低温寡照に経過 し

茎葉の生育が劣ったため,3回目の追肥も効果を示したも

のと推察された。

優っていた。

3)追肥時期 :9月上旬の加里のみの追肥は施用量に関

わらず,8月 中旬までの窒素と同時施用の 3回追肥区より

減収 し,加里のみの施用による増収効果は認められなかっ

た。

表 6 加里追1巴と収量 (″ /α )

注 追肥時期 (62年 :7/16,3/7,9/10,3回目は加里のみ施用,60年 :7/26,
8/9,8/20,9/10,4回目は加里のみ施用)

は窒素は第 3回目の追肥を8月 中旬までに終わらせること

が,平イモの発生などの品質低下を抑える上で有効であり、

特に,8月 に高温が続 く場合は2回追肥でも良いと考えら

れた。加里の追肥はナガイモ連作圃場では 1回当りの追肥

量は05ル/′ が適当であり,窒素と同時施用で8月 中旬

までの 3回施用がよいと考えられた。
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0

0

7

0

注 追肥時期 (62年 :7/16,3/5,3/19,63年 :7/26,8/9,8/20)

年次
劇

[
崎鶴

総収量
物上

下 物4L-3L 2L― L  M― S  上物計

075× 2回

075X3回
287

281

2

5

05X2回
05X3回

137       127        20       284

131        144         16        292

6

7

075X2回
075X3回
075× 4回

22       133        29       184

22       1,4        19       215

11       149        16       175

05 ×2回

05X3回
05× 4回

17       115        13       145

27       145        14       186

16       148        25       189
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